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8
べ
つ
か
い
に
も

夏
が
き
た
Y

　
毎
年
、
六
月
に
行
わ
れ
る「
え
び
ま
つ
り
」。
こ
の
ま
つ
り
を
迎
え
る
頃
、�

別
海
に
も
本
格
的
な
夏
が
訪
れ
る
。
こ
の「
え
び
ま
つ
り
」の
主
役
、
北
海�

シ
マ
エ
ビ
は
、
タ
ラ
バ
エ
ビ
科
の
特
徴
で
あ
る
雌
雄
同
体
で
、
雄
と
し
て�

成
熟
し
た
の
ち
、
雌
に
性
転
換
し
、
産
卵
期
は
八
月
〜
九
月
で
脱
皮
し
て�

成
長
す
る
と
の
事
。
野
付
湾
の
打
瀬
舟
に
よ
る
エ
ビ
漁
は
、夏
は
六
月
、秋�

は
九
月
と
年
二
回
。
漁
期
に
だ
け
味
わ
え
る
エ
ビ
の
刺
身
は
絶
品
で
あ
る
。�
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か い �

海 �
別 �
海 �

別 �
波頭で海を表現。�
中央の分銅は町内の興隆。�
左右に跳ねた翼は躍進。�

「野付竜神太鼓」
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中
標
津
署
管
内
で
は
、
七
月
十
日
現
在
十
件

　
中
標
津
署
管
内
で
は
、
七
月
十
日
現
在
十
件

と
昨
年
一
年
間
の
発
生
件
数
（
九
件
）
を
超
え

と
昨
年
一
年
間
の
発
生
件
数
（
九
件
）
を
超
え

る
死
亡
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の

る
死
亡
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
、
八
件
は
別
海
町
で
発
生
し
て
お
り
、
運
転

内
、
八
件
は
別
海
町
で
発
生
し
て
お
り
、
運
転

者
の
年
齢
は
四
十
一
歳
か
ら
八
十
歳
ま
で
の
ベ

者
の
年
齢
は
四
十
一
歳
か
ら
八
十
歳
ま
で
の
ベ

テ
ラ
ン
の
方
が
起
こ
し
て
い
ま
す
。

テ
ラ
ン
の
方
が
起
こ
し
て
い
ま
す
。
�

　
町
で
は
、
五
月
十
七
日
に
「
別
海
町
交
通
安

　
町
で
は
、
五
月
十
七
日
に
「
別
海
町
交
通
安

全
町
民
大
会

全
町
民
大
会
」、
六
月
二
十
九
日

、
六
月
二
十
九
日
に「
交
通
安
全

「
交
通
安
全

街
頭
啓
発

街
頭
啓
発
」、」、ま
た
七
月
十
五
日
付
で
町
内
の
各

ま
た
七
月
十
五
日
付
で
町
内
の
各

家
庭
へ
町
長
か
ら
交
通
事
故
防
止
に
対
す
る
呼

家
庭
へ
町
長
か
ら
交
通
事
故
防
止
に
対
す
る
呼

び
か
け
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

び
か
け
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
交
通
事
故
は
、
加
害
者
・
被
害
者
と
も
家
族

　
交
通
事
故
は
、
加
害
者
・
被
害
者
と
も
家
族

を
巻
き
込
ん
で
の
悲
し
い
出
来
事
で
す
。
誰
で

を
巻
き
込
ん
で
の
悲
し
い
出
来
事
で
す
。
誰
で

も
、
事
故
を
故
意
に
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
あ

も
、
事
故
を
故
意
に
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
慣
れ
た
運
転
に
対
す
る
、
ほ
ん
の

り
ま
せ
ん
。
慣
れ
た
運
転
に
対
す
る
、
ほ
ん
の

少
し
の
気
の
緩
み
や
判
断
ミ
ス
と
、
不
注
意
が

少
し
の
気
の
緩
み
や
判
断
ミ
ス
と
、
不
注
意
が

重
な
っ
て
起
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

重
な
っ
て
起
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
�

六
月
か
ら
は
、
道
路
交
通
法
も
改
正
さ
れ
、
罰

六
月
か
ら
は
、
道
路
交
通
法
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改
正
さ
れ
、
罰

則
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さ
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て
い
ま
す
。
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通
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ー
ル
を
守
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ゆ
と
り
を
持
っ
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、
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
�

� 　
中
標
津
署
管
内
で
は
、
七
月
十
日
現
在
十
件

と
昨
年
一
年
間
の
発
生
件
数
（
九
件
）
を
超
え

る
死
亡
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
、
八
件
は
別
海
町
で
発
生
し
て
お
り
、
運
転

者
の
年
齢
は
四
十
一
歳
か
ら
八
十
歳
ま
で
の
ベ

テ
ラ
ン
の
方
が
起
こ
し
て
い
ま
す
。
�

　
町
で
は
、
五
月
十
七
日
に
「
別
海
町
交
通
安

全
町
民
大
会
」、
六
月
二
十
九
日
に「
交
通
安
全

街
頭
啓
発
」、ま
た
七
月
十
五
日
付
で
町
内
の
各

家
庭
へ
町
長
か
ら
交
通
事
故
防
止
に
対
す
る
呼

び
か
け
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
交
通
事
故
は
、
加
害
者
・
被
害
者
と
も
家
族

を
巻
き
込
ん
で
の
悲
し
い
出
来
事
で
す
。
誰
で

も
、
事
故
を
故
意
に
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
慣
れ
た
運
転
に
対
す
る
、
ほ
ん
の

少
し
の
気
の
緩
み
や
判
断
ミ
ス
と
、
不
注
意
が

重
な
っ
て
起
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
�

六
月
か
ら
は
、
道
路
交
通
法
も
改
正
さ
れ
、
罰

則
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
家
族
の
幸
せ
の
た
め
、
歩
行
者
も
運
転
者
も

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
�

�

1、運転者の皆さんは、制限速度を確実に守り、交差点で�
　　は最徐行、一時停止を必ず守る。�

2、運転者と同乗者は、シートベルトを必ず着用すること。�

3、歩行者の皆さんは、道路を横断するときは必ず左右の�
　　安全を確認すること。�

4、早めの点灯で、相手に自分の車の存在を知らせましょ�
　　う。�
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別
海
病
院
で

「
自
動
受
付
機
」に
よ
る

受
付
開
始
Y

七
月
二
十
二
日
か
ら
、
別
海
病
院
で

は
「
自
動
受
付
機
」
に
よ
る
診
療
受
付

を
開
始
し
ま
し
た
。

「
自
動
受
付
機
」
は
事
務
室
と
薬
局

の
間
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
当
分
の
間

は
事
務
職
員
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

機
械
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
で
、
画

面
を
見
な
が
ら
操
作
し
て
い
き
ま
す
。

操
作
に
慣
れ
る
ま
で
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
時
間
外
の
場
合
は
窓
口
で
の

受
付
け
と
な
り
ま
す
。

【
受
付
の
仕
方
】

①
パ
ネ
ル
に
向
か
い
診
察
券
が
あ
る
場

合
と
初
診
・
診
察
券
が
無
い
場
合
を

選
択
し
ま
す
。

②
受
診
す
る
科
を
選
択
し
ま
す
。
そ
の

後
、
受
診
内
容
を
選
択
し
ま
す
。

③
最
後
に
確
認
を
選
択
し
ま
す
と
、
受

付
票
が
出
ま
す
。
受
付
票
を
持
っ
て

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

④
初
診
・
診
察
券
が
無
い
場
合
、
の
ち

ほ
ど
事
務
窓
口
で
呼
び
出
し
ま
す
。
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まちの�
できごと�

清　尾　二　作さん　明治45年６月７日生
キヨノさん　明治45年６月28日生
（別海緑町106番地の18）

福　原　ト　キさん
明治45年７月２日生
（本別海１番地の36）

山　本　キ　トさん
明治45年７月５日生
（別海寿町51番地）

佐久間　イ　チさん
明治45年７月６日生
（別海西本町52番地）

福　本　八重子さん
明治45年７月10日生
（別海327番地の２）

町
内
在
住
で
九
十
歳
を
迎
え

る
方
を
祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」

が
次
の
方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　去る６月28日、新聞等により別海町の水道水
に国の基準値を超えるヒ素がふくまれていると
の報道により、町民のみなさまには多大な不安
とご心配をおかけいたしました。�
深くお詫び申し上げます。�
　法律により水道水質基準は、健康に関する項
目として29項目をはじめ全94項目について定め
られ、各々の項目により一定期間において検査
を実施し監視しているところであり、従来本町
の水道水は全項目の基準値を満たしていたとこ
ろです。�
　しかし、平成10年４月突如としてヒ素の値が
国の定める基準値（0.01㎎／㍑）を0.002㎎／㍑
上回る0.012㎎／㍑の値を示し、その後0.011㎎／
㍑から0.012㎎／㍑（平成12年２月のみ0.013㎎／
㍑の値を示した）の値で推移し現在に至ってお
ります。�
　人体（生体）は微量なヒ素に対しては尿の急
速な排泄機能と肝臓による解毒作用が働き、新

陳代謝が図られるため健康に影響することがな
いと言われていることから許容の範囲と判断さ
れるものでありますが、このような状況にある
にもかかわらず町民の皆様へ説明がないまま今
日までの４年余りの時間が経過してしまったこ
とは、いたずらに不安の拡大を助長するなど諸
般の事情があったとは言え説明責任を怠ったこ
とに対しましては深く反省しているところです。�
　いずれにいたしましても、基準値超過状態を
１日も早く解消すべく計画中でありました別海
浄水場浄水処理施設の工事を１日も早く完成さ
せることが課せられた任務であると肝に銘じ、
本年11月下旬頃を目途に工事を完了させ、更に
安全な水を町民一人ひとりに供給でき得るよう
努めてまいりたいと存じますので、工事完了ま
で少しの猶予とご理解ご協力を賜りますようお
願い申しあげます。�
�
　　　　　　別海町水道事業管理者�

　　　　　　　　別海町長　佐野　力三�

町民のみなさまへ�
町長からのメッセージ�
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別
海
高
校
全
国
大
会
に
出
場

七
月
十
九

日
、
全
国
高

校
体
育
大
会

に
出
場
す
る

選
手
た
ち

が
、
役
場
を

お
と
ず
れ
ま

し
た
。
各
出

場
競
技
の
代

表
生
徒
が
、

「
今
ま
で
の

練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、

道
の
代
表
と

し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
試
合
を
し
て
き
ま
す
」
と
大

会
に
か
け
る
決
意
を
述
べ
、
町
長
か
ら

は
「
学
校
と
学
校
、
人
と
人
と
の
交
流

の
輪
を
広
げ
る
貴
重
な
体
験
と
な
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
持
て
る
力
を

出
し
切
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
健

闘
を
祈
り
ま
す
。」
と
激
励
の
言
葉
が

選
手
達
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
期
日
と
会
場

¡
空
手
道
（
個
人
）
藤
田
　
寛
子
＝
八

月
三
日
〜
五
日
（
茨
城
県
取
手
）

¡
定
時
制
卓
球
部（
女
子
団
体
・
個
人
、

男
子
個
人
六
名
）
＝
八
月
五
日
〜
八

日
（
東
京
代
々
木
第
二
体
育
館
）

¡
定
時
制
女
子
バ
レ
ー
部
（
主
将
曾
田

直
美
他
十
一
名
）
＝
八
月
十
五
日
〜

十
八
日
（
東
京
体
育
館
）

味
わ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
尾
岱
沼
第
四
十
二
回
え
び
ま
つ
り

六
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
二
日
間
、
別

海
町
尾
岱
沼
漁
港
特
設
会
場
で
「
第
四
十
二

回
え
び
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

フ
ァ
ン
が
集
ま
り
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

え
び
す
く
い
・
あ
さ
り
す
く
い
、
殻
付
ホ
タ

テ
原
価
販
売
に
は
行
列
が
で
き
、
会
場
で
販

売
さ
れ
た
「
煮
え
び
」
は
市
価
よ
り
二
割
程

安
く
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ナ
ビ
ラ
ジ
オ
の
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
と
田
村

美
香
さ
ん
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
司
会
で
軽
快
に
進
め
ら
れ
、
子
供
に
人
気
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
二
日
間
で
四
回
実
施
さ
れ
た
遊
覧
船
に
よ
る
野
付
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
も
多

く
の
観
光
客
を
乗
せ
て
運
行
さ
れ
、
途
中
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
も
見
る
こ
と
が
で

き
た
乗
客
た
ち
は
盛
ん
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。



（
社
）
日
本
善
行
協
会
が
選
ぶ
「
春
季
善
行
表
彰
　
社
会
福
祉
部
門
」
に
別
海
高
校
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
局
（
代
表
上
月
裕
美
子
）
が
表
彰
さ
れ
、
六
月
十
日
表
彰
状
と
善
行
盾
が
日
本
善
行
協
会
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
、
障
害
者
通
所
施
設
訪
問
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
収
益
金
で
の
車
椅

子
寄
贈
、
野
付
半
島
散
策
路
清
掃
等
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

局
員
た
ち
は
現
在
二
十
三
名
で
活
動
し
て
お
り
、
お
年
寄
り
や
障
害
者
が
住
み
や
す
い
「
福
祉

の
ま
ち
別
海
」
を
目
指
す
と
と
も
に
地
域
の
人
た
ち
と
の
距
離
を
少
し
で
も
近
い
も
の
と
な
る
よ

う
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
の
各
医
療
・
福
祉
施
設
に
は
中
学
生
や
一
般
の
個
人
・
団
体
な
ど
多
く
の
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪
れ
、
入
所
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

別
海
町
で
は
平
成
十
三
年
十
月
現
在
六

十
五
歳
以
上
の
人
口
が
十
八
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
は
大
変
重
要
な
位
置
を
占
め
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
若
い
人
た
ち
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

根
室
管
内
四
町

「
根
室
北
部
廃
棄
物
処
理

広
域
連
合
」を
設
立
Y

七
月
十
九
日
別
海
町
役
場
に
お
い

て
、
根
室
管
内
四
町
長
へ
能
田
根
室
支

庁
長
か
ら
設
立
許
可
証
が
交
付
さ
れ
、

根
室
北
部
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

中
標
津
町
に
予
定
し
て
い
る
共
同
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
着
手
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
四
町
が
有
す

る
焼
却
場
が
今
年
十
二
月
か
ら
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
規
制
の
強
化
に
よ
り
使
用
で

き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
共
同
利
用
施

設
の
建
設
と
完
成
後
の
管
理
運
営
を
手

が
け
る
も
の
で
す
。
広
域
連
合
長
に
は

佐
野
別
海
町
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

微
妙
な
タ
ッ
チ
が
む
ず
か
し
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

六
月
二
十
八
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
で
第
二
十
一
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
町
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

心
身
の
健
康
保
持
と
相
互
の
協
調
精

神
を
養
い
、
明
る
く
楽
し
い
生
活
を
営

む
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。大

会
で
は
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
二
十

二
チ
ー
ム
百
五
十
六
人
が
参
加
。
一
試

合
三
十
分
で
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
リ

ー
グ
戦
を
行
い
各
ブ
ロ
ッ
ク
二
位
が
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
参
加
し
た
選
手

は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ

て
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
競
い
合
い

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
／
昭
和
末
広
ク
ラ
ブ
、
準
優
勝
／

本
別
緑
ク
ラ
ブ
、
三
位
／
緑
（
広
栄
老

友
会
）、
四
位
／
梅
（
広
栄
老
友
会
）
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福
祉
の
ま
ち
別
海
を
め
ざ
し
て
Y

春
季
善
行
表
彰
に
輝
く
別
海
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局

表彰状と盾を手に笑顔の別海高校ボランティア局員

中西別中学校
「清翠園」訪問



別海町農業委員一般選挙�

会　長�
清水　武男�
中西別34の22

会長代理�
相澤　　　�
本別８の１�

副委員長�
松田　寅義�
別海211の６�

議会推薦�
福本　弘一�
別海327の２�

�
鈴木　澄男�
別海248の18

�
伊丸岡忠重�
 奥行６の38

�
臼井　正登�
中西別176の26

委員長�
紫藤　正幸�
豊原10の49

副委員長�
平林　直文�
中春別234の18

団体推薦�
山田　光男�
美原58の26

�
小野　榮一�
中春別75の24

加藤　真純�
美原６の４�

委員長�
伊藤　　信�
別海51の４�

五石　末美�
上風連221の29

副委員長�
岡部　利男�
西春別94の12

議会推薦�
大平　開男�
西春別360の21

市川　義晴�
西春別308の１�

�
小杉　良夫�
泉川38の４�

木幡　　誠�
泉川110の31

委員長�
橋本　敏雄�
西春別200の４�

副委員長�
齊藤　　明�
大成14の３�

団体推薦�
橋本　明雄�
上春別212の４�

�
林　　政隆�
上春別217の39

委員長�
阿部　　平�
上春別105の１�

　平成14年７月７日執行の別海町農業委員一般選挙
は７月２日立候補受付で、定数と同数の20人の届け
出があり無投票当選が決まりました。�
　農業委員は、選挙による委員として今回当選した
20人と、選任による委員として農業団体推薦２人、
町議会推薦２人の合計24人で、任期は、平成14年７
月20日から平成17年７月19日までの３年間です。�
　７月26日、第１回目の総会が開催され、委員互選
により会長に清水武男さんが、会長代理に相澤　さ
んがそれぞれ選ばれました。委員は次の方々です。�

別海推進委員会�

中春別推進委員会�

西春別推進委員会�

上春別推進委員会�
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　学校評議員制度は、学校運営に地域住民の意見を反映し、より一層地域社会に開かれた学校づくりを行うこ

とを目的に導入された制度です。これにより校長は、保護者や地域住民の意見を幅広く聞くことができ、学校

が家庭や地域と連携協力しながら特色ある教育活動を一層活発に展開することが期待されます。�

　７月12日上西春別小学校において幼・小・中学校の14人の評議員の方々が教育長から委嘱状を受け取り、制

度の説明を受けたのち、早速学校への意見が出されていました。�

地域や社会に開かれた学校づくりをめざして�
～町内全小中学校・町立幼稚園で7月1日から学校評議員制度スタート～�

　学　校　名　　　　　　　学 校 評 議 員 氏 名�
別 海 小 学 校　　斎藤　幸男、高橋　利雄、花原　秀次、山崎真由美�
野 付 小 学 校　　高橋　正昭、大森　和男、永野　英俊、村山　満子、蝋山　哲弥�
上風連小学校　　信田　吉明、美谷　　栄、工藤智恵子、瀬下　陽介�
中西別小学校　　小林　隆一、本間　正廣、臼井　正登、小倉外志子、林　　　昇�
別海中央小学校　　伊藤　泰信、宍戸　清子、渡辺　節美、堀込　哲夫、丹羽　謙司�
中春別小学校　　村上　　慎、伏見　　廣、山田　文子、内藤日出夫、柴田　陽子�
美 原 小 学 校　　西川　　稔、上神　静子、金子　陽一、鬼澤　麻子�
豊 原 小 学 校　　牧野　信敏、青野　一枝、久保　義則、奥山　秀幸�
西春別小学校　　渡部　久夫、小原　雅二、伊原　利博、塩田　則芳、菅名まち子�
上西春別小学校　　森勢　　壮、山崎　　宏、卯野　　斉、北村　　篤、吉川由美子�
上春別小学校　　高木　　修、細谷　文子、角田　英夫、岸本　貞子、亀井　謙治�
光進小中学校　　門間　悦男、高橋　泉一、江崎　博信、木村　修子�
別 海 中 学 校　　竹田　秀雄、西村　賢三、芝田　春雄、大橋　光江�
野 付 中 学 校　　村山　　保、佐々木邦英、大森　博美、松館　健一、天田　麗子�
上風連中学校　　清野　武男、瀬下　耕治、白岩　達夫、高桑　敬治、佐藤久美子�
中西別中学校　　民部　彰良、今井　真人、神部久美子、丹羽　義明、相山　幸雄�
別海中央中学校　　立山　明司、加藤　泰行、大槻　寿子、吉田　達夫、田保　秀治�
西春別中学校　　木下　　守、小原　周亮、長谷川忠利、小原　尚子、岡田　正子�
中春別中学校　　高田　珠夫、山田　トミ、森田　利行、藤倉　紀夫、小森　玉美�
上西春別中学校　　山崎　　宏、佐藤　正男、加我　　享、及川　　實、我妻　洋子�
上春別中学校　　坂脇　　昇、谷川　博孝、山崎　　晋、人羅　清子、佐藤　栄子�
中西別幼稚園　　丹羽　博文、坂野下貴志、今西　容子、更屋富美恵、三島木司朗�
上西春別幼稚園　　鈴木　　實、佐藤　賢次、大内　敏光、安藤　一美、岡部　雪子�
野 付 幼 稚 園　　伊勢　　瞳、斎藤　則子、菊地　信治、小崎　　誠、西山兼太郎�

本年度の学校評議員の皆さん （敬称略）�
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4�

�

�

�

10�

11�

�

16�

�

17�

18�

�

�

19�

�

20�

21�

24

日�

�

�

�

土�

日�

�

金�

�

土�

日�

�

�

月�

�

火�

水�

土�

ふれあいスポーツ交流会　西春別運動広場　９：00～�

故郷ふれあいフェスタ　別海町多目的広場「交流館ぷらと」12：30～�

西別川イカダ下り　西別川　９：00～�

第11回上春別地区ゲートボール大会　上春別ゲートボール場　９：00～ �

別海町ウエスタンカーニバル　JA西春別駐車場　13：00～ �

別海町ウエスタンカーニバル　別海町西春別運動広場　10：00～�

春別川クリーンイカダ下り　春別川　川の清掃／9：00～　イカダ下り／10：00～�

上春別仮装盆踊り大会　上春別地域センター前�

別海連町仮装盆踊り大会　別海多目的広場「ぷらと」子供の部／18：30～　大人の部／19：30～�

夏だ、まつりだ上風連　地域センター駐車場　19：00～�

西春別駅前盆踊り大会（子供仮装）西春別スケートリンク　18：00～�

上春別大運動会　上春別小学校グラウンド　10：00～�

クラリネットアンサンブルコンサート　マルチメディア館ホール　19：00～�

別海町音楽セミナー　西春別ふれあいセンター　10：00～�

クラリネットコンサート　西春別ふれあいセンター　13：00～　�

西春別駅前盆踊り大会（大人仮装）西春別スケートリンク　19：30～�

みんわ座・落語家（柳家小太郎）共演　別海少年会館　10：00～�

みんわ座・落語家（柳家小太郎）共演　上春別地域センター　11：00～�

8�

9�

�

12�

13�

21�

22�

23�

26�

27

木�

金�

�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

皮 膚 科　札幌医大　遠藤　元宏  医師�

皮 膚 科　札幌医大　遠藤　元宏  医師（午前診療）�

小児神経外来　札幌医大　舘　　延忠  助教授�

耳鼻咽喉科　札幌医大　坪田　　大  医師�

耳鼻咽喉科　札幌医大　坪田　　大  医師（午前診療）�

脳神経外科　道小児センター　高橋　義男  医師（午前診療）�

皮 膚 科　札幌医大　松坂　英信  医師�

皮 膚 科　札幌医大　松坂　英信  医師（午前診療）�

耳鼻咽喉科　札幌医大　新谷　朋子  医師�

耳鼻咽喉科　札幌医大　新谷　朋子  医師（午前診療）�

　外科診療は毎日、午前のみ診療�
しています。整形外科診療は毎日、�
午後のみ診療しています。薬は、�
診療時だけしか処方せんが出ませ�
んので注意願います。�
�

　携帯電話は、病院内の医用電気�
機器に影響を及ぼす場合がありま�
すので、病院内では電源を切って�
ください。�
�

　町立別海病院では、理学療法士、�
看護師をそれぞれ募集しています。�
　受付は随時行っていますので、�
病院事務課総務担当までお問い合�
わせください。�

外科・整形外科� 携帯電話の使用について� 病院職員の募集について�

町立�
別海病院�

8月�
診療�
　案内�

15-2311

地域情報カレンダー�8月�

地域情報カレンダー�
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９月の保健業務予定�

郡司　晋哉くん�
（英幸）�

い　お�

宮本　偉央くん�
（栄一）�

  な  つき�

芳賀　奈月ちゃん�
（雄司）�

ゆう  な  

相澤　優奈ちゃん�
（幸司）�

かな  と�

秋山　紀人くん�
（孝之）�

ゆう  り�

澤田　悠里ちゃん�
（和夫）�

すず  ね�

荒井　涼寧ちゃん�
（豊）�

ふゆ  み�しん  や  

加藤　冬美ちゃん�
（博三）�

ゆう  き�

大関　佑貴くん�
（徳良）�

くるみ�

松本　胡桃ちゃん�
（清教）�

しゅう と   

菅野　愁斗くん�
（昌吾）�

た　え�

佐藤　多恵ちゃん�
（武士）�

う きょう 

藤澤　宇恭くん�
（輝夫）�

7月
3日

　
町民保健センターで撮影　（　）内

は保
護

者
名

1歳6ヵ月健診�

日�
２�

３
�
�
４�
８�
10�
12�
17�
18�
24�
25�
�
26�
�
27

曜日�
月�

火
�
�
水�
日�
火�
木�
火�
水�
火�
水�
�
木�
�
金�

予 定 内 容�
乳 幼 児 相 談 �
乳 幼 児 相 談�
母 親 教 室�
１ 歳 半 健 診�

健 幸 カ ー ニ バ ル�
母 親 教 室�
４ ヶ 月 健 診�
1歳3ヶ月歯磨き教室�
３ 歳 児 健 診�
母 親 教 室�
フ ッ 素 塗 布 �
４ ヶ 月 健 診 �

フ ッ 素 塗 布 �
�

フ ッ 素 塗 布�
�
�

場　　　　　所�
保 健 セ ン タ ー�
西春別ふれあいセンター�
保 健 セ ン タ ー�
保 健 セ ン タ ー�
中 央 公 民 館�
保 健 セ ン タ ー�
町 立 別 海 病 院�
保 健 セ ン タ ー�
保 健 セ ン タ ー�
保 健 セ ン タ ー�
尾岱沼地域センター�
町 立 別 海 病 院�

保 健 セ ン タ ー�
�

中 春 別 福 祉 館�

時　　間�
10：00～14：30�
10：00～11：30�
10：00～12：00�
12：30～13：00�
９：00～13：00�
10：00～12：00�
12：30～13：00�
10：00～11：30�
12：30～13：00�
10：00～11：30�
９：30～11：00�
12：30～13：00�
９：30～11：30�
13：00～15：30�
９：30～11：00

保健センター　15-0359
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特定疾患等患者に対する
通院交通費の助成について

特定疾患等の患者に対する通院
交通費の助成申請を受付ておりま
すので、お早めに手続きを行って
ください。
○対象者／特定疾患・小児慢性疾
患・重度心身障害者医療費受給
患者（医療受給者証所持の方）
及び上記の方の介護者

○助成対象期間／申請月の１年前
からとします。

○助成額／通院距離に応じて算出
します。

○申請期限／平成14年９月20日f

まで
問合せ先：医療給付担当

（内線１２１８）

平成14年度分
「生ゴミ減量化容器購入

補助事業」の受付を終了

町では、ゴミの減量化対策の一
環として、生ゴミ減量化容器を購
入した方に対して、その費用の一
部を補助する制度を実施してまい
りましたが、当初の予定数量に達
しましたので、本年度は８月末日
までの申請受付分で終了させてい
ただきます。
なお、来年度も引き続き補助事

業を予定しておりますので、ご利
用いただきゴミ減量化にご理解と
ご協力をお願い致します。
問合せ先：町民課町民生活担当

（内線１２１１）

嘱託調理員募集のお知らせ

○募集内容（平成14年９月１日付
採用）
¡募集人員　１名
¡勤務先／学校給食センター
¡資格／満45歳未満、学歴・資格
は問いませんが通勤可能な者

○申込期限／平成14年８月16日f

（書類必着）
○試験日及び内容／平成14年８月
20日c・面接のみ

問合せ先／総務課人事厚生担当
（内線２１１４）

「北海道苦情審査委員制度」の
ご利用を

道の仕事に関して、皆さんから
の苦情（本人の利害に関わる苦情）
を受付、苦情審査委員が中立な立
場から、道の業務や制度の内容を
調査するなど、苦情の解決に向け
て、迅速に処理します。
なお、個人情報の保護は十分配

慮します。
○苦情担当窓口は、道庁の「道民
相談センター」のほか、各支庁
にある「道民相談室」です。

○制度の概要と苦情申立書をセッ
トにしたリーフレットがありま
すので、郵送希望される方はお
申し込みください。

問合せ先／北海道総合企画部道民
相談センター〒060-8588札幌市中
央区北３条西６丁目（1011-231-
4111内線23-441、FAX011-241-
8181）

個人事業税の
第１期納期限は９月２日

個人事業税は、道内に事務所を
設けて事業を行っている個人の方
に、その事業の所得を基礎として
課税される道税です。
根室支庁から送付される納税通

知書により、８月と11月の２回に
分けてそれぞれ納めていただきま
す。但し、年税額が１万円以下の
場合には第１期の納期限までに全
額を納めていただきます。
平成14年度の納期限について

は、第１期分が９月２日b、第２
期分が12月２日bですので、納期
限内納税にご協力お願いします。
また、納税には便利な口座振替

をおすすめします。
問合せ先／根室支庁納税課課税係

（101532-4-5479）

お知らせ�
伝言板�

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131�

尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326�
上春別出張所  5-6011�

�

○試験区分及び採用予定人員（別海町分）�
　¡一般事務職（大学卒・高校卒）４名�
○受験資格�
　¡高校卒（短大卒及び専門学校卒を含む）／昭和54年４�
　　月２日から昭和60年４月１日までに生まれた者�
　¡大学卒／昭和52年４月２日～昭和56年４月１日まで�
　　に生まれた者�
○受付締切／平成14年７月22日bから平成14年８月16日�
　　　　　　fまで（所定の申込書により）�
○試験方法�
　¡高校卒／教養試験、作文  ¡大学卒／教養試験、論文�
○試験日�
　¡平成14年９月22日a　中標津町役場�
問合せ先／総務課人事厚生担当（内線２１１４）�
�

平
成
十
五
年
度
根
室
支
庁�

管
内
職
員
採
用
資
格
試
験�

　
　
　 

実
施
の
お
知
ら
せ�
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○日時／9月29日A 9：00～15：00�
○場所／別海フライトパーク�
　　　　　　 （別海町本別56-5）�
問合せ先／別海フライトパーク事務局�
　  （17-3377・ＦＡＸ7-3317佐藤）�

モーターグライダー�
体験試乗会�

日時：9月8日A 9：00～13：00�
場所：別海町中央公民館�
＜主なイベント＞�
映画上映・体験コーナー・展示�
コーナー�
上映映画／文部科学省特別選定、�
厚生労働省推薦「折り梅」　�
　アルツハイマーの義�
母と同居する家族が、�
さまざまな問題を乗り�
越えるドラマである。�
「真実」にうれしい涙�
が止まらない。�
監督：松井久子�
出演：原田美枝子・�
　　　吉行　和子・�
　　　トミーズ雅 他�
�
�問合せ先／町民保健センター（15-0359）�

芸術文化団体�
別海町合宿のお知らせ�

�○影絵人形劇団　みんわ座�
合宿期間　８／19b～８／25a
合宿会場　別海少年会館�
公　演�
¡みんわ座・落語家（柳家小太郎）共演�
８／21d 別海少年会館 10：00～�
８／24g 上春別地域センター 11：00～�

�
○国立・エリザベト音楽大学�
　　   クラリネットオーケストラ�
合宿期間　８／17g～８／20c
合宿場所　西春別ふれあいセンター�
公　演�
¡クラリネットアンサンブルコンサート�
８／18a 19：00～ マルチメディア館ホール�

¡「別海町音楽セミナー」�
8／19b 10：00～ 西春別ふれあいセンター�
※中高生を対象にしたクラリネットセミナー�

¡クラリネットコンサート�
8／19b 13：00～ 西春別ふれあいセンター�

奥行臼駅逓祭�
と　き／9月1日A 10：00～

ところ／北海道指定有形文化財�
　　　　奥行臼駅逓周辺�

第12回�

奥行臼駅逓祭�

と　き／8月4日A
ところ／西別川（スケートリンク横）　

時　間／9：00～�

と　き／8月11日A
ところ／春別川　�
時　間／川の清掃 9：00～�
　　　　イカダ下り 10：00～�

ほくでんからのお願い

土木・建設工事等による
送配電線と建設作業機械等との

感電事故防止について
送配電線との接近・接触によ

り、事故が発生しますと、感電死
傷の人身災害を伴うことが多く、
また地域一帯の大停電となること
から、社会活動に及ぼす影響は甚
大なものとなります。送電線及び
配電線付近で作業を実施される場
合には、ご面倒でも当社または最
寄りの事業所に事前連絡され、打
合せのうえ作業を進めていただき
ますようお願い申し上げます。
連絡先／ほくでん中標津電力所送
電課（12-3339）
ほくでん中標津営業所（12-2010）

日本全国どこの現場でも
建退共制度

建設現場で働く方々の退職金は
安全・確実・有利な「建退共制度」
をおすすめ

〈建設事業主のみなさまへ〉
☆申込手続きは簡単ですY（加入
時に経費はかかりません）

☆経営事項審査で加点されますY

☆掛金は全額非課税で国が一部を
補助しますY

〈建設現場で働くみなさまへ〉
☆建退共の手帳を持っています
か？

☆事業主が変わっても退職金は通
算して計算されますY

詳しいことは建退共北海道支部へ
問合せ下さい。（1011-261-6186）

入校前適正相談のご案内

北海道障害者職業能力開発校で
は、平成15年度の入校希望者を対
象に障害の程度や能力に応じた訓
練科目が選択できるよう、相談を
行っております。
○相談期間／平成14年７月１日b

～平成15年３月５日d（土・
日・祝日除く）

○相談場所／北海道障害者職業能
力開発校　砂川市焼山60番地

※申込等詳細については、役場社
会福祉担当（内線1311）へお問合
せください。

海上保安大学校・海上保安学校
学生募集

○海上保安大学校
受付期間／８月29日e～９月10
日c

受験資格／昭和57年４月２日以
降に生まれた者等
試験日／１次試験11月２日g・
３日a、２次試験12月20日f

○海上保安学校
受付期間／７月25日e～８月８
日e

受験資格／昭和54年４月２日以
降に生まれた者等
試験日／第１次試験９月29日
a、第２次試験10月24日e～26
日f、第３次試験12月19日e～
24日cで指定する日

問合せ先及び受験申込書用紙の申
請先／根室海上保安部管理課
101532-4-4183 〒087-0055 根室市
琴平町１丁目38番地
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「北海道グルメ会」
会員募集中Y

ふるさとの四季の味わいを

ゆうパックで毎月お届けする

「北海道グルメ会」が、７月

１日より申し込みを受付てい

ます。今年で15回を迎え、商

品も豊富になり旬のおいしさ

をそのままお届けいたしま

す。

受付期間は９月５日まで

（期間終了後も受付は可能で

す）詳しくは、お近くの郵便

局までお問合せください。

安心・便利・お得なサービス

「ゆうちょくらぶ」
郵便局では、郵便貯金キャ

ッシュカードの利用者を対象

として

①郵貯カード保険（郵便貯金

キャッシュカードの紛失・盗

難・偽造による損害等の補償

（100万円限度））

②ゆうちょくらぶホットライ

ン（健康・医療・育児・お車

の事故・故障等をお電話で気

軽に相談）

③トラベルサービス（お得な

宿泊プラン・国内航空券の手

配・宿泊利用券等、旅行がも

っと楽しく快適に）

のサービスを行う「ゆうちょ

くらぶ」の加入取扱いを受付

ています。

会費は、わずか年間350円

でご利用できます。

終戦当時の引揚者の方々へ

税関では、お預かりしている次
の通貨・証券などをお返ししてい
ます。
○終戦後、海外から引き揚げてこ
られた方が、上陸港（地）の税関、
海運局に預けられた通貨・証券な
ど
○海外の集結地において領事館な
どに預けられた通貨・証券などの
うち日本に送り返されたもの　
返還の申し出はご本人ばかりで

なく、ご家族の方でも結構です。
問合せ先／函館税関根室税関支署

（101532-5-8257）

ウ
エ
ス
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル�

故
郷
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ�

と　き／8月10日G・11日A

ところ／10日：JA西春別駐車場�
　　　　11日：西春別運動広場�

と　き／8月4日A

ところ／別海町多目的広場�
　　　　　　「交流館 ぷらと」前�

◎第24回パイロットマラソン大会�

開始時間／10日 13：00～　11日 10：00～�

内容／（10日）ビンゴゲーム大会、腕相撲�
　　　大会、飲食店コーナー、花火大会 他�
　　　（11日）ロール転がし、モォーモォ�
　　　ーレース、○×クイズ・ハワイが当た�
　　　るよ、焼肉無料試食会 他�

開始時間／12：30～�

内容／ビンゴ大会、歌謡ショー、フリー�
　　　マーケット、芸能パフォーマンス、�
　　　物産市・味覚市�

△参加資格／日本陸上競技連盟登記登�
　録者及び一般競技者（登録の可否は�
　問いません）�
△参加料／2,000円�

◎第17回パイロット健康マラソン大会�
△参加資格／小学４年生以上の健康な�
　男女（小・中学生、高校生の参加は、�
　保護者の承認が必要です）�
△参加料／小・中学生400円、高校生・�
　一般600円�
�

問合せ先／別海町民体育館内別海町パイロット�
マラソン大会事務局  15-2882  FAX5-0418

※申込締切／8月31日G

第1回�

2002

第24回別海町パイロットマラソン大会�
第17回別海町パイロット健康マラソン大会�
第24回別海町パイロットマラソン大会�
第17回別海町パイロット健康マラソン大会�
第24回別海町パイロットマラソン大会�
第17回別海町パイロット健康マラソン大会�

10/6（日）�
10/6（日）�参加者募集�参加者募集�

研修会を実施します
企業経営にお役立て下さい

○研修期間／平成14年8月～10月
○受講テーマ
１、経営品質を高めるＣＳ（顧客

満足）の実践
２、管理者のための部下育成の方

策
３、生産期間短縮と工程改善
４、キャッシュフローによる経営

改善
５、女性社員のキャリア開発
問合せ先／中小企業大学校旭川校
研修課 10166-65-1200 FAX0166-
65-2190  〒078-8555  旭川市緑が
丘東3条2丁目2番1号
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編

集

後

記�

◆
七
月
二
十
七
日
の
北
海
道
新
聞
夕
刊
に
、
交
通

事
故
統
計
に
関
す
る
、「
致
死
率
」
と
言
う
言
葉
が

載
っ
て
い
た
。
人
身
事
故
で
の
死
亡
者
の
占
め
る

割
合
ら
し
い
。
こ
の
致
死
率
が
道
東
で
は
、
三
・

六
七
％
（
一
月
〜
六
月
）
を
占
め
て
お
り
、
二
十

七
件
の
事
故
に
一
人
の
死
亡
者
が
出
て
い
る
割
合

と
の
事
。
全
国
〇
・
八
八
％
、
全
道
一
・
六
七
％

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
道
東
で
の
死
亡
交
通

事
故
が
多
い
か
を
示
し
て
い
る
。
道
東
の
平
坦
な

直
線
道
路
と
交
通
量
の
少
な
さ
が
ス
ピ
ー
ド
を
出

す
一
因
と
な
り
、
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
死
亡
事

故
に
つ
な
が
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

こ
れ
か
ら
、
観
光
客
や
故
郷
へ
の
帰
省
客
な
ど
、

車
が
増
え
る
時
期
を
迎
え
る
。
気
持
ち
に
十
分
ゆ

と
り
を
持
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
、
町

民
上
げ
て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
鬼
）

◆
先
日
、
軟
式
野
球
の
全
道
大
会
が
別
海
で
開
催

さ
れ
た
。
私
も
大
会
に
参
加
し
た
が
、
試
合
を
見

て
い
る
途
中
、
見
覚
え
の
あ
る
顔
が
横
切
っ
て
い

っ
た
。
そ
れ
は
高
校
時
代
に
汗
と
涙
を
共
に
流
し

て
野
球
を
し
て
い
た
仲
間
で
あ
っ
た
。
何
年
ぶ
り

だ
ろ
う
。
と
て
も
懐
か
し
く
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
。
野
球
を
す
る
喜
び
の
他
に
、
こ
ん
な
喜
び

が
待
っ
て
い
た
な
ん
て
。
試
合
に
は
負
け
た
が
い

い
出
会
い
を
し
た
。
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
毎
日

が
出
会
い
の
連
続
だ
。
だ
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
出

会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
広
報
マ
ン
と
し

て
。
人
と
し
て
。

（
た
く
）

�

　　　　　　　　　　　　　　 （保護者）�
u梅内　飛翔（あすか）ちゃん（男）孝　一（上　風　連）�
u松本　洸太（こうた）ちゃん（男）貴　志（本　　　別）�
u渡邉　小桜（こはる）ちゃん（女）鉄　平（西春別駅前）�
u大谷　健太（けんた）ちゃん（男）一　矢（上　春　別）�
u加藤　雄太（ゆうた）ちゃん（男）博　三（泉　　　川）�
u森田麻里百（まりも）ちゃん（女）寿　浩（中　春　別）�
u齊藤　颯人（はやと）ちゃん（男）秀　人（尾　岱　沼）�
u水谷　純怜（すみれ）ちゃん（女）好　美（中　西　別）�
u藤巻　奈那（な　な）ちゃん（女）成　司（別　　　海）�
u工藤　雅也（まさや）ちゃん（男）　晃　（西　春　別）��

�
�
u中尾　友人・向舘　麻美さん（中　春　別）�
ub野　　功・古屋　智美さん（中　春　別）�
u福島　　敦・b木富美子さん（上　春　別）�
u三好　央悟・鷺阪　佳子さん（西　春　別）�
u太田　好明・城下　美和さん（西春別駅前）�
u久保田和樹・五十嵐貴子さん（別　　　海）�
�

�
�
�
s溝口　辰次さん　（９７歳）（上　風　連）�
s長井　トミさん　（８４歳）（上　風　連）�
s畠澤　タカさん　（８６歳）（別　　　海）�
s相澤　末子さん　（６９歳）（中　春　別）�
s武藤　　一さん　（４５歳）（泉　　　川）�
s鈴木　正昭さん　（６９歳）（別　　　海）�
�

おめでた・おくやみ�（６月１日から６月30日届出分まで）�

～ご結婚おめでとう～�

～お誕生おめでとう～�

～お悔やみ申し上げます～�

¡

別
海
町

▽
高
野
親
一
さ
ん
（
別
海
）
▽
別
海

町
商
工
会
女
性
部
（
別
海
旭
町
）

¡

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
琴
悠
会
（
別
海
寿
町
）
▽
井
上
順

子
さ
ん
（
中
標
津
町
）
▽
三
船
志
代

子
さ
ん
（
西
春
別
本
久
町
）
▽
木
下

港
二
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
西
町
）
▽

6
根
室
地
方
法
人
会
別
海
支
部

¡

社
会
福
祉
協
議
会

▽
畠
澤
憲
光
さ
ん
（
別
海
）
▽
本
間

美
智
子
さ
ん
（
別
海
）
▽
今
野
秀
さ

ん
（
西
春
別
）
▽
藁
谷
好
員
さ
ん（
泉

川
）
▽
石
川
永
重
さ
ん
（
大
成
）
▽

山
内
斉
さ
ん
（
別
海
）
▽
田
口
正
己

さ
ん
（
豊
原
）
▽
鈴
木
真
由
美
さ
ん

（
別
海
）
▽
相
澤
孝
一
さ
ん（
中
春
別
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
付�
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ス
ピ
ー
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シートベルトしめる習慣 あなたから�
別海町の交通事故発生状況　発生25件、死者８名、傷者32名�

　　　　　　　　　　　　　前年同期比　   （－１）　　  （＋６）　   　（－２）　　　 　�

（平成14年１月１日～７月28日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ：どのような場合に老齢基礎
年金が受けられるのですか?

Ａ：保険料を25年以上納めれば
受けられます。老齢基礎年金を
受給するには、保険料を納めた
期間、免除された期間および合
算対象期間を合わせて最低25年
以上必要となります。老齢基礎
年金は、65歳から支給開始され
ますが本人の希望により60歳か
ら64歳の間に繰り上げて受ける
ことができますし、逆に「65歳
ではまだまだ現役だから給付を
先に延ばしたい」という人は、
66歳以降に繰り下げることもで
きます。その場合、支給開始年
齢に応じて年金額が調整される
ことになりますから、繰り上げ
支給の人は減額された年金を、
繰下げ支給の人は増額された年
金を受けることになります。
いずれにしても、老齢基礎年

金は、支給が開始されてから生
涯にわたって受け取るものです
から、特に繰り上げを希望する
人は慎重に決められた方がよろ
しいかと思います。
なお、もしも60歳までに25年

間の期間を満たせなかった場
合、60歳から65歳になるまでの
間、任意加入することができま
すが、それでも無理だという人
には65歳から70歳未満を対象と
した任意加入制度もあります。

社会保険事務相談所開設日
日時／９月17日c13：00～17：00
会場／中標津経済センター
問合せ先／国民年金担当

（内線１２２５）

☆国民年金保険料の納付は、安
心・便利・確実な口座振替・自
動振込みでY
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まちの人口／17,003人（－13）�

男／8,465人（－3）  女／8,538人（－10）�

世帯／6,012世帯（＋4）�

平成14年６月30日現在  （　）は前月比�

�

別海町ホームページ�
http://www.betsukai.gr.jp/

この広報紙には森林保護のため�
再生紙を使っています�

広 報 べつかい 8月号�

¡町の木¡�
ナラ�

¡町の鳥¡�
ハクチョウ�

¡町の花¡�
センダイハギ�


